






















































































































































































































































































を少 しでも和 らげるために,個々 の
エーズに合わせた看護援助を心カヨナた
いものである。
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0
私は,脳死や終末医療(死にゆく患者を対象とする医療)だけというように,死
だけを切 り離して教えることはしない。「生命って何だろう?」この問いを抜きに
しては,死を理解することはできないからだ。
実は,私の授業はいつも,“宇宙の中での生命の誕生"から始まる。
地球の生命系の中で,人間はどのような存在なのか ?
DNA(デイー・エヌ・エー)とは何なのか ?
人間を含め,生物は個体を死なせることで何を目指しているのか ?
こんなふうに,宇宙=自然という広い視野の中に,死をくっきりと, とらえて
おいて,それから具体的な人の死や,医療の問題に入っていくのである。
私は本来,死は自然なものだと思っている。何もおどろおどろしく取 り上げら
れることはないし,ことさら高尚に構えることもない。
読んで胸がしめつけられる闘病記はたくさんあるが,最近よく話題になる出産
の本のように,明るく読める死の本があってもいいのではないかと前から考えて
いた。本当は,誰もが普段から,普段着で,死のことを学びたい(知りたい)と思っ
ているのではないのか。今,元気な人も,死を目前にしてる人も,そして,その
家族も……。
(本書「まえがきにかえて」「あとがき」より抜粋)
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